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　18世紀後半から19世紀初期にかけては広東を拠点とするイギリスと中国との貿易の全盛期で

あったが，同時に中国社会の評価がヨーロッパにおいて高まってきた時期でもあった。イギリ

ス軍の少佐であり，1790年ごろに広東に滞在していた著者もまた序文で次のように中国人を評

価している。「中国人は総体に，手先が器用で，物腰は優雅で洗練されている。国家の制度は道

徳的で賢明であり，刑法は公平で適切である。自分たちを世界中で最も幸福な国民にするため

に，天恵の授与’以外の何物も必要としていないように見える。」と。

　著者は，手に入れたスケッチの中から図版を選択し，知人の協力を得ながら解説を加え，ヨ

ーロッパの人々に中国の風俗・習慣を伝えることを目的として本書を刊行した。また，1808年

には『中国の刑罰』The　punishment　of　Chinaも著している。

　3枚は官吏と高貴な身分の女性を描いているが，残りはすべて物売り，職人，大道芸人，物

乞い，農民などの庶民を描いている。これらの中では大道店が多くみられ，書籍商，豚肉屋，

パイプ売り，薬屋，枕売り，笛売り，魚屋，毛皮商，野菜売りなどの物売りは当然としても，

床屋，靴作り職人，鍛冶屋，陶器を修理する職人，鋳かけ屋などの職人も，天秤棒をかついで

いる姿や横において仕事をしている様子が描かれている。

施しを乞う僧，からくり芝居屋，犬使い，蛇使い，軽業師，

人形芝居，猿使いなども放浪する人々だったのであろう。

　解説の長さはさまざまだが服装だけではなく，身の廻り

品や衣食住・職業の習慣などにも言及している。図版の下

方には，原画を描いたPu－Qda（広東の芸術家）と版画を製

作したDadley（英国の版画家）のサインがある。1802年に

同じ出版社から刊行された『トルコの服飾』（文献番号10－

57）の図版もほとんどDadleyの手による版画である。
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